
「
地
元
力
」
は

　
　
　
遍
在
す
る 

　
筆
者
が
地
元
力
を
語
る
際
に
は
、

基
本
的
な
視
点
が
あ
る
。地
元
に
は
、

そ
の
地
に
由
来
し
た
特
徴
が
あ
り
、

そ
れ
は
独
特
な
力
、
パ
ワ
ー
が
潜
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
可
能
性

を
再
確
認
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
、
い
ま
は
廃
墟
に
な
っ

て
い
て
も
、
か
つ
て
は
そ
こ
に
暮
ら

し
が
あ
り
歴
史
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

も
し
か
す
る
と
、
そ
こ
が
遺
跡
に
、

あ
る
い
は
観
光
地
に
な
る
可
能
性
と

潜
在
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
イ
ン
ー
タ
ネ
ッ
ト
に
は
、
廃
村
や

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
、あ
る
い
は
廃
線・

廃
寺
な
ど
具
体
的
な
ア
イ
テ
ム
を
紹

介
す
る
サ
イ
ト
が
あ
り
、
共
感
す
る

魅
力
が
あ
る
。
人
々
の
「
生
き
様
」

が
想
像
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま

は
、
人
的
な
、
経
済
の
事
情
で
一
時

「
休
息
」
し
て
い
る
場
所
や
地
域
が

は
裏
腹
に
噴
火
の
証
拠
を
示
す
火
口

か
ら
の
山
肌
は
、
火
山
災
害
を
警
告

す
る
。

　　
信
濃
な
る
浅
間
の
嶽
に
た
つ
煙　

を
ち
こ
ち
人
の
見
や
は
と
が
め
ぬ

　　
『
伊
勢
物
語
』（
第
８
段
、
信
濃
の

嶽
）
で
、
在
原
業
平
は
１
２
０
０
年

前
の
平
安
時
代
か
ら
浅
間
の
近
隣
に

住
む
人
々
の
馴
れ
を
こ
う
詠
ん
だ
。

浅
間
山
の
も
つ
噴
煙
は
、
軽
井
沢
の

地
域
力
よ
り
は
、「
地
域
特
性
」
と

い
え
る
。

　
山
川
氏
は
軽
井
沢
書
店
の
ブ
ッ
ク

＆
カ
フ
ェ
エ
リ
ア
で
、『
天
災
と
国

も
つ
地
域
力
は
、
独
特
で
、
地
方
の

他
所
と
は
異
な
る
こ
と
を
理
解
で
き

た
。
成
果
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
部
構
成

観
光
地
に
求
め
ら
れ

る
天
災
へ
の
備
え

　
第
１
部
の
《
朗
読
／
体
験
談
》
の

演
者
と
し
て
元
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
山
川
建
夫
氏
（
77
歳
）

を
起
用
し
た
。
朗
読
の
素
材
に
は
、

寺
田
寅
彦
の
『
天
災
と
国
防
』
と
い

う
短
編
の
随
筆
を
選
ん
だ
。
１
年

前
、
長
野
県
は
台
風
19
号
で
大
き
な

被
害
を
受
け
、
軽
井
沢
で
も
土
砂
崩

う
。「
天
災
は
、
常
に
や
っ
て
く
る
。

忘
れ
る
暇
が
な
い
…
。」
山
川
氏
は
、

自
ら
の
人
生
を
、
環
境
問
題
へ
の
実

践
と
持
続
可
能
性
へ
の
挑
戦
と
し
、

過
ご
し
て
き
た
生
き
様
と
考
え
を
、

体
験
談
と
し
て
熱
く
語
っ
た
。

　
軽
井
沢
町
は
、
国
際
観
光
都
市
や

国
際
会
議
都
市
と
し
て
街
を
創
生
し

て
い
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
安
全
と

安
心
が
第
一
の
地
元
力
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
共
通
の
理
解

と
し
て
、目
的
と
す
る
軽
井
沢
の《
地

域
づ
く
り
》《
ふ
る
さ
と
快
活
》
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。（
こ
の
項
続
く
）

井
沢
の
地
域
力
に

つ
い
て
の
認
識
を

共
有
し
た
い
と
考

え
、
企
画
し
た
。

結
果
、
軽
井
沢
の

防
』を
響
き
あ
る
声
で
読
み
終
え
た
。

こ
の
随
筆
は
、
昭
和
９
年
（
１
９
３

４
年
）に
書
か
れ
た
。
大
正
12
年（
１

９
２
３
年
）
の
関
東
大
震
災
か
ら
12

年
後
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
も
何
度

も
、
こ
れ
ま
で
惨
事
を
経
験
し
繰
り

返
す
。
寅
彦
は
、本
文
で
「
人
類
は
、

科
学
的
合
理
的
な
様
式
の
発
露
を
」、

と
結
ん
で
い
る
が
、
天
と
人
間
の
力

較
べ
＆
知
恵
比
べ
の
勝
敗
は
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

　
山
川
氏
自
身
も
、
昨
年
の
台
風
15

号
で
、
市
原
市
の
自
宅
の
屋
根
を
損

壊
し
た
。
自
然
災
害
は
、
年
々
規
模

が
大
き
く
な
り
、
し
か
も
頻
繁
に

な
っ
て
い
る
。
小
泉
環
境
大
臣
も
い

確
か
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
、

「
光
と
影
」
―
現
在
と
過
去
、
そ
し

て
現
在
と
未
来
―
が
共
存
し
、
変
容

が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
人
々

の
、
新
た
な
「
生
き
様
」
で
あ
り
選

択
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
不
安
の
あ
る
今

年
、
11
月
21
日
の
土
曜
日
、
長
野
県

軽
井
沢
町
で
、
そ
の
「
地
元
力
」
を

知
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

正
式
な
タ
イ
ト
ル
は
、「
公
開
勉
強

会
／
軽
井
沢
を
地
域
と
し
た
地
域
づ

く
り
・
文
化
ふ
る
さ
と
快
活
事
業
」

で
あ
る
。
主
催
は
、
筆
者
の
一
般
社

団
法
人
・
洸
楓
座
で
、
全
国
地
域
づ

く
り
協
議
会
の
助
成
事
業
と
し
て

行
っ
た
。

　
タ
イ
ト
ル
に
し
た《
地
域
づ
く
り
》

《
ふ
る
さ
と
快
活
》
の
二
つ
の
こ
と

ば
を
、「
軽
井
沢
」に
重
ね
る
た
め
に
、

筆
者
は
じ
め
東
京
を
活
動
の
場
と
し

て
い
る
人
と
、
軽
井
沢
で
住
み
活
動

し
て
い
る
人
と
で
意
見
交
換
し
、
軽

れ
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。〝
天
災

は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
〟
と

い
う
箴
言
の
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
寅
彦
の
言
と
さ
れ
る
。

　
別
荘
地
と
し
て
有
名
な
軽
井
沢

は
、
清
澄
な
自
然
が
そ
の
魅
力
で
あ

と
し
た
。
第
１
部
は
《
朗
読
／
体
験

談
》
で
あ
り
、
第
２
部
は
《
公
開
勉

強
会
》
と
し
た
。
ま
ず
第
１
部
に
つ

い
て
本
号
で
紹
介
し
、
第
２
部
は
続

号
と
し
た
い
。

る
。
明
治
時
代
に
外
国
人
宣
教
師
が

そ
の
魅
力
と
価
値
を
発
見
し
、
現
在

の
軽
井
沢
の
地
域
力
と
な
っ
た
。
軽

井
沢
の
代
表
的
な
シ
ン
ボ
ル
に
浅
間

山
が
あ
る
。
そ
の
穏
や
か
な
稜
線
と

「
軽
井
沢
で
地
域
お
こ
し
」の
意
義（
上
）

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」
の
製
造
・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
10
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一

般
社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。

「
全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事

▲寺田寅彦『天災と国防』
▼山川建夫氏の朗読の様子


